
一次検診日 年齢 PSA値 要精検
精検結果照会時回答

「実施していない」の理由
その後

事例① R6.8.5 60 4.1 3.0以上 PSA 4.060と軽度高値であったため

事例② R6.9.4 60 3.3 3.0以上
2020年泌尿器科施術歴あり、また値も

2021年、2022年より低下のため

事例③ R6.9.21 50 3.3 3.0以上 当院泌尿器科専門医による判断

事例④ R6.9.28 65 5.8 3.5以上 以前の測定値から上昇みられない為

事例⑤ R6.10.12 65 4.2 3.5以上
以前にも同様の値があったため経過観

察

事例⑥ R6.10.22 65 4.4 3.5以上 PSA5ng/ml以下のため
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一次検診日 年齢 PSA値 要精検
精検結果照会時回答

「実施していない」の理由
その後

事例① R5.6.3 70 4.4 4.0以上 PSA 4.43と高値ではないため

事例② R5.8.2 70 5.1 4.0以上
2020年泌尿器科施術歴あり、また値も

2021年、2022年より低下のため

事例③ R5.10.10 60 3.1 3.0以上 PSA低値のため

事例④ R5.10.11 55 3.8 3.0以上 検査値3.83の為、様子を見る事にする

事例⑤ R5.10.17 60 3.3 3.0以上 異常なしの診断

事例⑥ R5.10.21 60 3.1 3.0以上 正常値4.0をこえていないため

事例⑦ R5.10.26 50 3.5 3.0以上 不要と判断したため

事例⑧ R6.2.1 55 3.4 3.0以上
PSA3.408ng/mlと優位な上昇と言え

ず、１年後の再検査を指示した。

事例⑨ R6.2.4 55 3.2 3.0以上 泌尿器受診　4.0になるようなら受診

事例⑩ R6.3.8 60 3.6 3.0以上 PSA3台

事例⑪ R6.3.29 60 3.7 3.0以上 PSA4.0ng/ml以下のため
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